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【日本製材技術賞とは？】

 『JAS製材品普及推進展示会』に替わる新たな表彰制度として、製材
 工場の生産技術や品質改善等の取組、実績を表彰する行事です。
 初開催となった昨年度は、多くのご応募をいただきました。(令和6年度:161件)

【ここを審査します！】
下記７項目について審査します。

① 製材の生産量、生産量の伸び率

② 設備導入 ③ 新技術の導入

④ JAS材・地域材認証材の生産量、JAS材生産割合

⑤ 独自技術等

⑥ 雇用環境を向上させる設備・体制整備

⑦ 経営状況及び開催年度課題 ※今年度より新規

【今年度からココが変わります！ 】

①農林水産祭の参加表彰行事として開催します
JAS展に引き続き、当表彰行事も農林水産祭(最高賞:天皇杯)への参加を申請
しています。これにより、さらに盛大な表彰行事となります。

②上位賞を拡充し、奨励賞を新設します
特賞の点数を増やす方向で調整中です。また、審査で推奨すべき工場として
認められた工場を対象とした奨励賞を新設します。これにより、さらに多く
の製材工場の取組・実績を顕彰する表彰行事となります。

③審査項目の一部が更新されます
年度課題として新しい審査項目を追加します。新規項目の内容は、募集開始
に合わせて発表します。今後も審査項目を毎年更新していきます。
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【お問い合わせ先】

（一社）全国木材組合連合会 担当：米田、黒江

TEL：03-6261-9134 / FAX：03-6261-9133

〒102-0082

東京都千代田区一番町25番地

（全国町村議員会館6階）

【注意事項】
・応募方法は、原則として管轄の都道府県木連が専用の応募フォームより必要
事項を記入する形での応募となります。応募にあたっては、事前に応募者間
で十分に連携を取ってご応募ください。

・事前審査の通過者には、より詳細な応募様式の作成及び現地調査へのご協力
をお願いします。
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【この賞が授与されます！】
次の賞が授与されます。

 ◆農林水産大臣賞(１点)：最も優れた点が認められる工場

 ◆林野庁長官賞 (２点)：特に優れた点が認められる工場

 ◆(一社)全国木材組合連合会会長賞(３点程度)：優れた点が認められる工場

 ◆審査委員会特別賞(３点程度)：顕著な優れた取組が認められる工場

 ◆奨励賞(数点)：上記以外で推奨すべき優良な工場

※応募状況等により変更となる場合があります。

【よくあるご質問】
Ｑ. 何度でも応募できるの？
➢ 毎年ご応募いただけます。過去に上位賞を受賞した工場についても

再度ご応募いただくことが可能です。

Ｑ. 昨年度受賞できなかったから、応募しても無駄？
➢ 毎年新しい審査項目が追加されるうえ、審査対象期間も更新されるため、

同じ工場であっても審査結果が毎年変わります。そのため、毎年受賞を
目指してご応募いただけます。

Ｑ. 知名度のある工場が有利なのでは？
➢ 審査の公平性の観点から、応募フォーム(様式)に記載された内容に基づき

審査を行います。そのため、事前の知名度による審査への影響は基本的
にありません。

Ｑ. 大規模工場/JAS認証工場でないと上位が狙えないの？
➢ 審査項目の一つではありますが、この点だけで審査結果が決まる訳では

ありません。昨年度も中小規模工場(年間1,000㎥未満)、JAS非認証工場
が上位賞を受賞しています。
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